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The purpose of the study (II) was to examine the relationships between child care with 

the job and the age in mothers of young children. 

The subjects were 295 mothers who have young children. On the basis of the data of 

study ( I )， an ANOVA 3 (jobs full time . part time . no job) X 3 (age 26-----30 years 

old . 31-----35 years old . 36-----40 years old) was carried out. 

The main resu1ts of this study were as follows 

(1) The mothers who have full time jobs feel the child care more nagative than the mothers 

who have no jobs. 

(2) The mothers who have full thne jobs feel more strongly their life worth living than 

both the mothers who have part time jobs and the mothers who have no jobs. 

(3) The young mothers of 26-----30 years old are more eager for early education or ac-

complishments than the mothers of 36-----40 years old. 

(4) Unrelated to the job and the age， most mothers feel anxieties about the present 

situation and the future of their children. 

緒日

最近，若い女性，若い母親の価値観や子どもへの意識は大きく変化してきている.蘭(1989)1)によると，現

代の女性・母親は，子どもと関わっていながらも，自分の生き甲斐を優先的に考え，育児に低い価値を置き，母

親としての自信や誇り，生き甲斐を見出せなくなってきているという.

昭和 30年代以降の我が国の経済発展は，人々の生活，特に就労状況に大きな変化をもたらし女性の就労も

著しく拡大した.例えば，昭和62年の女性就労人口を年齢別にみると， r 20-24歳」の就労率が一番高く 72.
50/0あるが， r 25-29歳J，r 30-34歳」になると，この数字は，前者49.68%，後者42.7%と低くなり 40歳
になると徐々に高まるという M字形就労傾向を示している.これは結婚・出産・子育てのために職を辞していく

女性の多いことを意味しているが，今後は，結婚後も退職せず，家事・育児と職場を両立させる女性も増え，育

児休業の普及など労働条件の改善によって，その割合が，一層多くなる ζとが予想される.このような，有職女

性の増加にともない，有職女性の就労と子育てに関する研究も盛んになってきている(例えば，牧野， 19822)， 

青木ら， 19863)，長坂， 1992の.

特に，母親の就職やその他の変数と子育てに対する意識の関係については，さまざまな角度から検討が行なわ

れているが，必ずしも一貫した結果は得られていない.このことは，乳幼児を持つ母親の子育てが複雑な要因に
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よって規定されてし、ることを意味するものであり，それを解明するには，多角的な研究の集積が必、要で、あること

を示唆している.

そこで，本研究は，乳幼児を持つ母親の子育てに関する意識を，母親の就骨形態や年齢との関係をもとに明ら

かにすることを自的として行なわれた.なお既に今井・今井 (1993)5)は， 臼本館育学会において本研究結果の一

部を発表しさらに昨年，本紀要第41巻では，今井(1993)6)が乳幼児を持つ母親で，常勤の職を持つ者，パ

トの職を持つ者，家事を専業とする者を対象に実施したアンケ…ト調査結果のうち，

析の結果を報告している，

方 法

タ全殺に関する悶子分

語査対象 現主奈長県内に並み，保育所・幼稚菌に通う乳幼児台育てている母親295名である.その内訳は，

職業別では，常勤の職を持つ母親93名，パートタイムの織を持つ母親90名，いわゆる専業主婦が

112名であった.

年齢構成Bせでは， 26設から 30裁までの母懇 100名， 31裁から 35歳までの母親 102名， 36歳

から 40歳までの母親93名である.

調査期間平成 4年 7 月 ~8 月上旬

調査内容 乳幼児を持つ母親の子育てに臨する意識を分析するために，乳幼史を持つ母親の生活と育史不安

(牧野， 1982)2)にますし、て用いられている育児不安測定尺度を参考にして 1.母親の役割， rr.早
期教育，臨.心身の疲労，N.子どもの将来などに関する 46項目の調査項目が選定さ才し 6件訟

による質問紙が作成された.

手続き 専業主婦として家庭にいる母親の場合は，主として幼稚圏に，有職またはパートの職業を持つずい

る母親の場合は，主として保育所に調査用紙の配付と回収を依頼した.まず告，得られた資料か

ら，すべての項目(逆転項目を含む)の評定鑓について，九、つもよくあるJに6点， rかなりよくあ
る j~こ 5 点ときどき為る」に 4 点， rたまにあるjに3点， r vまとんどなしづに 2点， rまったくな
しづに i点を与えて再点、イヒし， 46項目を用いて悶子分析を行主い，乳幼克を持つ母親の子育てに関

する閤予を抽出し，命名を行立った.次に己得られた4つの由子(否定，生き甲斐，不安，卒期

教育)について，それぞれ職業と年齢とを被験者間の要因とする 3x3の分散分析を行ない，各要菌

に関寸る特徴を明らかにすることを試みた.今回は，主として②の結果について報告する.

結果と考察

本研究の司的vi，乳幼克を持つ母親の子育てに関する意識が母殺の就労形態とどのような関連を持つのかを明

らかにすることであった.まず，母親の役割や，早期教育，心身の疲労，二子どもの将来などに関する 46項自か

ら成る調査を行ない，得られたデータを因子分析した結果， r否定j，r生き甲斐j，r不安j，r早期教育」の4因子
を抽出することができたー

そこで?これらの4国子ιついて，それぞれ 3(職業:常勤・パート・専業主婦) 3 (年齢:26議-30議・ 31歳

-35殻.36謙一40議〉の分散分析を行なった.以下に各関子ごとに，結果についての考察を行なう.まず第一の

の項目における各群の平均点と壊準錨差値をもとに，職業(常勤・パート a専業主婦〉と年齢

(26歳-30裁・ 31歳-35藤ー 36遺棄-40栽)とを被験者間の要国とする 3x3の分散分析を行えまった.その結

果，職業の主効果のみに脊意、な傾向が見られた (F(2，286) =2. 363， O. 05 < p < 0.10) .そこで.下位検定を

行ったところ，常勤と専業主婦の間に有意差が認められた (t=2.21， df=286， P < O. 5)(Fig. 1参照).
以上により，第一因子すなわち杏定の因子でiま，職業差が認められた.すなわち，常勤で観く母親のほうが専

業主婿よりも得点が有意に高い額向が見られた.これは，常勤で働く母親は，専業主婦よりも子育てに対して否

定的主意識を強く持つ額向にあることを示唆している.特に， 31歳-35畿の常勤で働く母親が最も子育てι対
して否定的主意識を持ち， 36議 40哉の専業主掃が最も肯定的な意識を持ってレることがわかる e 民間

( 1982)7)は，有職母親の身体的‘精神的疲労は，精神的主ゆとりを失わせ，イラ立ちをつのらせているために，

子育てに対して著定的な額向を示すと述べているが，本研究の結果が示すように，常勤で{動く母親は，予のかかる
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乳幼児をかかえ，仕事と家事や育児の両立で，身体的にも精神的にも疲労が増大し，現状への否定的，消極的な

感情を持ちやすい傾向があるといえる.一方，専業主婦の母親や，パートで働く母親は子育てや家事に費やす時

間が多く，比較的ゆとりのある生活を送っているため，常勤で働く母親に比べて精神的には安定しており，子育

てに対しては否定的な意識を持ちにくい傾向にあるのではないかと考えられる.

Fig. 1. 恥1eanfactor scores as a function of the jobs and age 
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次に，第二因子「生きがし、」の項目における各群の平均得点と標準偏差値をもとに，職業と年齢とを被験者間の

要因とする 3x3の分散分析を行なった.その結果，職業の主効果のみが， F(2， 286) =8.83， P < .01で有意で
あった.そこで職業聞の有意差検定を行なったところ，常勤とパートの間 (t=3.69， df=286， P < .01)および
常勤と専業主婦の間 (t=3.19， df=286， P < .01)に有意差が認められた (Fig.2参照). 

Fig. 2. Mean facter scores as a function of the jobs and age 
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第二因子すなわち生き甲斐の因子では，パートで働く母親と専業主婦の母親は，常勤で働く母親よりも得点が

高かった.第二因子では逆転項目を含むため，得点が低いほど子育てに強い生き甲斐を感じていることを示して

いる.従って，常勤で働く母親は，パートで働く母親や専業主婦の母親よりも子育てに強い生きがし、を感じてい

ることを示唆している.特に， 36歳-40歳の常勤で働く母親が，最も子育てに生きがし、を感じており，逆に

36歳-40歳のパートで働く母親が，最も子育てに生きがし、を感じていない結果となっている.これは，子育て

以外に仕事という生きがし、を持つ常勤で働く母親は，パートで働く母親や専業主婦の母親よりも，子育てに高い

価値を置くと同時に，自分を充実させ，成長させてくれるものとして強い生きがし、を感じていると考えられる.

ところで本研究では，上述したように，常勤で働く母親においては，子育てに対する否定的感情が強い反面，

強く生きがし、を感じていることが明らかにされ，一方，専業主婦の母親，パートで働く母親においては，子育て
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に対する肯定的感清が強い反顕，生きがし、をそれほど感じてし、ないことが明らかにされた.これらの相互に矛属

しているように見える結果は，現代の母親が子育てに対して，肯定・否定のアンピパレントすなわち詞般的なと

らえ方をしていること，あるいは母親が子青てに対して心理的事藤状態ι忘ることを示唆しているとも解釈でき
る.大臼向(1985)めも，無職とパートタイム労働者の母親は子育てに対する議掻的 a寄定的意義が強い皮面，育

児に専念することへの熊蟻感も強く，母親投割受容上に葛藤が大きいとし寸結果を見出している.これらの結果

は，専業主婦の母親とパートで働く母親が，子育てを唯一の生きがし、と考えたり，子育てに人生の最高の髄値を

求めたりしなく;なってきている{傾向を示稜しているように思われる.

次に，第三因子「不安jの項目における各群の平均得点と標準嬬差をもとに，年齢と職業を被験者間の要盟とす

る3x3の分散分析を行なったところ，年齢の主効果，職業の主効果，年齢と職業の交互f乍思，いずれにおいて

も有意ではなかった.

このように本研究では，第三因子すなわち不安の因子で、は，母親の年齢や職業に関して，相互の得点に有意義

は認められなかったが，牧野(1982)みは，育児不安は専業主婦において高い鎮向に為り，常勤の母親は，乳幼

党を育てながらフノレタイムの職業に従事し大変な苦労や努力を必要とするが，育児の画ではあまり不安を高め

ていないという法思すべき結果を見出しているーしかし実数こそ少tJ:.いものの，本研究においては，年齢や職

業の却にかかわりなく，乳幼問を持つ母親たちが，子どもの現状や将来に対して漠然とした不安を持っている実

態も明らかになった.たとえば，調査対象の母親の中に， r予を持つ母親として，しみじみとした幸せを感じるJ
という項目に対して型「ほとんどなしづ， r子どもを育てるのは楽しいことだと思う」という顎自に対して， r全く
ないJ，r子どもはかけがえの北い宝だと思うJという項目に対して， r全くtJ:.¥'づなどの田容を寄せた母親がし、た.
このような実情を考え合わせると，…部で、はではあるが，専門家による育児相談などの，なんらかの対応あるい

は措置の必要左母親が帯在3するといえるのではなかろうか.

最後に，第間関子「早期教育Jの項目における各群の王子均得点と標準偏差をもとに職業と年齢を被験者間の婆邸

とする分散分析を行なった.その結果，年齢の主効果がF(2，286) =2.49， O. 5 < P 0.10で，有意的傾向が

見られた.また，年齢と職業との交互作用がF(4，286)=ニ4.05，P 0.01で有意で議うった.年齢の主効果に有意、

な{傾向が見られたので，年齢関の有意義検定を行設ったところ 26藤一知識と 36議-40裁の関与=2.02，

df=286， P 0.05)に有意、差が認められた.さらに，年齢と職業の交互作吊が有意で、あったので，単純効果の

検定を行ったところ，年齢ごとの職業の差については， 26歳… 30寂群において，常勤とパートの間(t=3. 08， 

df=286， P < 0網1)に有意差が認められた.さらに， 36議-40援において，常勤とパートの関(tコ1.91 
dfニ286，O. 05 < P < O. 10)に脊意、な額向が認められ，常勤と専業主婦の間(t=2，41 df=286，p < 0.05)に
脊意差が認められた.

次に，職業ごとの年齢の差については，堂勤群におし、て 26裁 30載と 31裁-35歳の関(tニ 3.08，

df=286， p < 0.01)に，また， 26議 30蔵と 36議-40識の間(t=4.04， df=286， p く 0.01)に，有意差が認
めわれた(Fig.3参照)• 

Fig. 3. Mean factor scores as a function of the job and age 
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第四因子， r早期教青jでは，年齢差が器められた.すなわち 26議 30農の母親が36歳-40識の母親より
も宥窓に得点が高かった.これは， 26歳… 30議の母親が36歳-40農の母親よりも，皐類教曹に，熱心で、ある

ことを示している.若い母親たちが，子どもの早期教脊比熱心であるわ拭，現に子宵ての対象となっている乳幼

克が第一子である場合が多く，当然，その子どもにかける期待詰大きいと患われる.さらに本研究では，常勤で

欝く 26裁-30歳の若い母親には，卒賠教膏への期待あるいは依存が高い傾向が見られるが， 31歳以上を過ぎ

る年代で法次第に下降していく，とし、う結集が薄られた.母親が仕事の経験を積み，自分畠身の仕事を議要視し

始めるにつれて，子どもに遍療の期待をかけるとか，早期教育に熱心になるよりも，母経自身の領人的キャリア

さと求める傭人恋向，あるいは仕事意向に変先していくのかもしれない.

子育てというものは，母親にとっては轄に責径が識し苦労の多い社事である.それだけに時に深刻な弾みや

不安を感じることも当熱といえよう.しかし，それを乗り越えた時に得られる欝びや満足もまた大きいのではな

かろうか.本訴究では，子どもの人数や年齢の要関を加えての分析は行なっていないが，これらの要臨も退去らく

母親の子育てに関ずる意識にかなりの影響を及ぼすと思われる.今後の検討諜題にしたい.
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